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改善方策

10月 2月

①80％以
上

②80％以
上

①CS推進員、担当による
CS連絡会の実施

①平均
月2回

②学校だより、ホーム
ページ等での発信

②
月1回
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働き方改革の推進
働きやすさと働きがい
を実感できる職場づくり

・学年部を有効活用する。（情
報共有、交換授業）
・放課後時間の確保をする。
（会議の時間短縮、業務改善
の推進等）

勤務時間外在校時間が
80時間以上の教職員の
割合

0%

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。

・体育科「鉄ぼう運動」の単元を通して、
鉄棒にぶら下がったり、身体を支えたり
する動きの中で、握力の向上を目指す。
体育科の授業に握力の向上を意識した
内容を取り入れながら、自主的な活動に

・児童アンケート肯定評価
「体育の授業が楽しい」

85％
以上
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　調和のとれた運動
能力の育成

自分の体力について、
主体的に高めようとす
る態度の育成

・記録更新の喜びや運動の楽
しさを味わわせる体育科授業を
実践する。
・外遊びを積極的に行うことが
できる環境をつくる。（週1回の
ロング昼休憩等）

・新体力テスト昨年度を上
回る項目

豊
か
な
心

2
　自他を尊重する豊
かな心の育成

規範意識の育成

・児童及び教職員が合言葉や
生活上の意識を共有する。
（「黒瀬スタンダード」「中小あい
さつ」「きこなし」）
・特別活動を活性化させ、児童
の行動意欲（自主的・主体的）
を高める。
・講師を招聘し生徒指導に関す
る職員研修を行う。

・第三者アンケート
肯定的評価
①「本校の児童は地域の
方にあいさつをしている」

・児童アンケート肯定的評
価80％以上
②「学校は楽しい」

・学力検査の分析に基づき、課
題を焦点化して取り組む。
・学力が十分身についていない
児童への支援を充実させる。
（放課後ルンルン教室など）

・国語科・算数科の全単
元末テストの平均点

評価計画 自己評価
学校関係者評価

（学校運営協議会による評価）
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目
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点

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策
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　主体的・対話的で深
い学びの実現

学習意欲の向上
・国語科・算数科を中心に、児
童が考える楽しさを実感できる
授業づくりに取り組む。

・TTタイムの実施回数 35

達成値

学　校　評　価　表 （　中間評価　・　最終評価　） 東広島市立中黒瀬小学校

学校教育目標 経営理念

ミッション：確かな学力を身に付け、心豊かでたくましく、主体的に取り組む児童の育成
ビジョン：　「学んでよかった」「来させてよかった」と信頼され期待される学校づくり
　　　　　　○ワクワク感・満足感・達成感が味わえる授業を実践する学校
　　　　　　○組織として機能する学校
　　　　　　○お互いの思いを語り合えるコミュニケーション豊かな（働きやすい）学校

かしこく　やさしく　たくましい子供の育成

評価項目
目
標
値

・学年で共通理解を図りながらセンダンタイムの内
容を決めたり　個別指導や個別支援の充実を図
る。ペアトークなどで他者と対話し、表現する機会を
保障し、児童自身が分からない問題を意欲的に取
り組めるよう日々の授業の積み上げを意識してい
く。

80点以上

　学校・地域・保護者
が一体となって子供
を育てる学校づくり

コミュニティ・スクールの
推進

・CS連絡会を実施し、体験活動
の綿密に打ち合わせを行う。
・学校の取組を積極的に情報
発信（ホームページ、学校だよ
り、CSだより等）する。

・あいさつについては、児童会主体のあいさつ運動を児
童同士で活発にすることに加えて、下校時には担任から
の声掛けをして地域の人へのあいさつも意識させていく。
今後は、このあいさつへの意識の高まりが日常化できる
ように、取り組みの方法を工夫していきたい。
・時間厳守については、特に大休憩後の授業始まりが余
裕をもって迎えられるように、特に意識して行動できるよ
うに時間の使い方を児童と考える。
・整理整頓については、ロッカーや机のフックなど、決め
られた置き方で決められた物を置くと、自分も友達も気持
ちのよい生活ができることを確認して、整理整頓の習慣
を継続していく。身だしなみについては、日々の担任から
の意識づけが特に必要なので、授業始まりに特に声をか
け、自分で身だしなみを確認する時間を確保する。

改善方策
達成
度

評価 結果と課題の分析 評価 コメント

基礎学力の定着

■自己評価
４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成
２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達成

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない


